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本管内の概要

・小学校では、国語・算数・理科すべて全国平均を上回っている。

・中学校では、国語・数学・理科すべて全国平均を下回っている。
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【中学校3年生】

国語 数学 理科

管内 ６７％ ４６％ ４７％
県 ６８％ ４９％ ４９％
全国 ６９．０％ ５１．４％ ４９．３％

【小学校6年生】

国語 算数 理科

管内 ６７％ ６４％ ６６％
県 ６５％ ６２％ ６３％
全国 ６５．６％ ６３．２％ ６３．３％

１ー（1） 教科に関する調査の結果（公立小中学校）

※表中の数値は平均正答率（％）、県の値は国から整数値で公表
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１ー（2）教科に関する調査の成果と課題（小学校）
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成 果 課 題

国語 成果が見られた内容 国語 課題が見られた内容

算数 成果が見られた内容 算数 課題が見られた内容

○互いの立場や意図を明確にしながら計画的に
話し合い、自分の考えをまとめる

【関連問題 １四】
○登場人物の相互関係について、描写を基に捉
える 【関連問題 ２一（２）】

○文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の
文章の良いところを見付ける
【関連問題 ３二】

○学年別漢字配当表に示されている漢字を文の
中で正しく使う【関連問題 ３三アイウ】

○示された場面のように、数量が変わっても
割合は変わらないことを理解している

【関連問題 ２（３）】
○分類整理されたデータを基に、目的に応じ
データの特徴を捉え考察できる

【関連問題 ３（２）】

○二つの数の最小公倍数を求めることができる
【関連問題 １（２）】
○百分率で表された割合を分数で表すことができ
る【関連問題 ２（１）】

○目的に応じて円グラフを選択し、必要な情報を
読み取ることができる【関連問題 ３（３）】
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理科 成果が見られた内容 理科 課題が見られた内容

○メスシリンダーという器具を理解している
【関連問題 ２（１）】

○水は水蒸気になって空気中に含まれているこ
とを理解している 【関連問題 ４（４）】

○自分で発想した予想と、実験の結果を基に、問
題に対するまとめを検討して、改善し、自分の考
えをもつことができる 【関連問題 ２（３）】

※赤色のアンダーライン（依然として課題である問題）
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１ー（2）教科に関する調査の成果と課題（中学校）

3

成 果 課 題

国語 成果が見られた内容 国語 課題が見られた内容

数学 成果が見られた内容 数学 課題が見られた内容

○場面と場面、場面と描写などを結び付けて、
内容を解釈する 【関連問題 ３四】

○論理の展開などに注意して聞く
【関連問題 １二】

○聞き手の興味・関心などに考慮して、表現を
工夫する 【関連問題 １一】

○文脈に則して漢字を書く【関連問題 ２二①】
○行書の特徴を踏まえた書き方について説明し
たものとして適切なものを選択する

【関連問題 ４一】
○自分の考えが伝わる文章になるように、根拠
を明確にして書く 【関連問題 ２三】

○箱ひげ図から分析の特徴を読み取ることができる
【関連問題 ７（２）】

○与えられた表やグラフから、必要な情報を適切
に読み取ることができる 【関連問題 ８（１）】

○自然数の素数の積で表すことができる
【関連問題 １】

○事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数
学的に説明することができる

【関連問題 ８(２)】
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理科 成果が見られた内容 理科 課題が見られた内容

〇継続的に記録した空の様子を撮影した画像と百葉箱の
観測データを天気図に関連付けて、天気の変化を分析
して解釈できるかどうかをみる 【関連問題 ２（２）】
○未知の節足動物とアリの外部形態を比較して共通点と
相違点を捉え、分類の観点や基準を基に分析して解釈
できるかをみる 【関連問題 ８（３）】

○課題に正対した考察を行うためのグラフを作
成する技能が身に付いているかどうかをみる

【関連問題 ５（２）】
○玄武岩の露頭で化石が観察できるかを問うこ
とで、岩石に関する知識及び技能を活用でき
るかどうかをみる 【関連問題 ６（１）】

※赤色のアンダーライン（依然として課題である問題）
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質 問 項 目
小学校 中学校

管内 県 全国 管内 県 全国

基
本
的
生
活
習

慣
等

朝食を毎日食べていますか ９５．０ ９４．６ ９４．４ ９２．２ ９２．８ ９１．９

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか ９１．５ ９０．８ ９０．４ ９３．１ ９３．４ ９２．２

普段（月曜日から金曜日）、一日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータ
ゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含みます。）をし
ますか （「４時間以上」＋「３時間以上、４時間より少ない」の割合）

２６．５ ２９．４ ３０．７ ２７．６ ２４．６ ２９．８

挑
戦
心
、
達
成
感
、

規
範
意
識
、

自
己
有
用
感
等

自分には、よいところがあると思いますか ８０．０ ７７．８ ７９．３ ７５．８ ７７．５ ７８．５

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか ８９．０ ８８．２ ８７．１ ８８．５ ８８．４ ８６．６

将来の夢や目標をもっていますか ８０．０ ８０．９ ７９．８ ６５．７ ６７．７ ６７．３

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか ９６．０ ９６．６ ９６．８ ９７．３ ９７．１ ９６．４

学校に行くのは楽しいと思いますか ８８．６ ８８．４ ８５．４ ８４．９ ８６．０ ８２．９

学
習
習
慣
等

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含みます。） ７１．７ ６９．３ ７１．１ ５２．１ ５４．７ ５８．５

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強
をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インター
ネットを活用して学ぶ時間も含みます。）（小学校は「３０分以上」、中学校は「１時間
以上」の割合）

８８．５ ８５．１ ８５．２ ６０．２ ６６．１ ６９．５

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書
をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除きます。）（１０分以上の割合） ６１．４ ５５．８ ５９．６ ３９．２ ４２．６ ４８．６

家で学校からの課題で分からないことがあったとき、どのようにしていますか（「そのま
まにしている」の割合） １６．９ １５．５ １１．６ １７．５ １４．６ １０．９

数値は、選択肢「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。（最下部除く）
単位（％）
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２－（１） 児童生徒に対する調査の主な結果①
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※第３期くまもと「夢への架け橋」教育プラン、「熊本の学び推進プラン」、「『熊本の学び』アクションプロジェクト」に関連する項目の中から抽出
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質 問 項 目
小学校 中学校

管内 県 全国 管内 県 全国

地
域
や

社
会

今住んでいる地域の行事に参加していますか ５７．７ ５５．３ ５２．７ ３７．６ ４０．７ ４０．０

地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがありますか ５３．９ ５２．１ ５１．３ ４５．８ ４２．５ ４０．７

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

活
用

学校で、授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度
使っていますか（インターネット検索など）（「ほぼ毎日」+「週３回以上」の割合） ４２．５ ５０．１ ４３．９ ３３．９ ４４．１ ３７．２

学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、ど
の程度使っていますか（「ほぼ毎日」+「週３回以上」の割合） ２４．０ ２６．８ ２２．５ １７．５ ２５．４ １７．８

学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか ９５．０ ９５．２ ９４．４ ９４．４ ９４．４ ９２．６

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

視
点
か
ら
の
授
業
改
善
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間

授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、
話の組立てなどを工夫して発表していましたか ５７．５ ５９．４ ６５．４ ５０．７ ５４．３ ６３．３

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか ７４．４ ７４．７ ７７．３ ７６．０ ７３．０ ７９．２

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げたりすることがで
きていますか ７８．５ ７８．４ ８０．１ ７３．６ ７６．９ ７８．７

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につな
げることができていますか ７７．６ ７６．８ ７８．２ ７１．８ ７０．５ ７４．７

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表す
るなどの学習活動に取り組んでいましたか ７５．０ ７３．２ ７２．７ ６３．８ ７１．３ ７２．１

教
科
の

理
解
度

国語の授業の内容はよく分かりますか ８５．９ ８５．１ ８４．０ ７７．２ ７７．１ ８１．２

算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか ８３．１ ８０．６ ８１．２ ７２．３ ６９．２ ７６．２

理科の授業の内容はよく分かりますか ９１．６ ８８．９ ８８．５ ６９．６ ６９．７ ７５．２

数値は、選択肢「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。
単位（％）
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２－（１） 児童生徒に対する調査の主な結果②

※第３期くまもと「夢への架け橋」教育プラン、「熊本の学び推進プラン」、「『熊本の学び』アクションプロジェクト」に関連する項目の中から抽出
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質 問 項 目
小学校 中学校

管内 県 全国 管内 県 全国

生
徒

指
導

調査対象学年の児童生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思いますか ８９．２ ８７．５ ８７．２ １００ ９２．１ ９５．６

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、学校生活の中で、児童生徒一人一人の
よい点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組をどの程度行いましたか １００ ９９．４ ９８．７ １００ ９９．４ ９８．１

学
校
運
営
、
教
員
の
資
質

向
上
に
関
す
る
状
況

校長として、教員が授業で問題を抱えている場合、率先してそのことについて話し合うこ
とを行いましたか ７５．７ ８４．２ ７３．２ ６６．７ ７０．５ ５５．７

指導計画の作成に当たっては、各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏
まえた横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していますか ９７．３ ９５．１ ９４．８ ９３．３ ９２．７ ９１．３

児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程を編成し、
実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか １００ ９６．３ ９４．２ ９３．３ ９６．３ ９３．３

個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科等の教育に関する研究会等に定期
的・継続的に参加していますか（オンラインでの参加含む） ７５．７ ８３．８ ７６．０ ９３．３ ８８．６ ７３．０

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善

に
関
す
る
取
組
状
況

調査対象学年の児童生徒は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り
組むことができていると思いますか ９７．３ ９１．８ ８７．２ １００ ８７．４ ８７．９

調査対象学年の児童生徒は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、
話の組立などを工夫して、発言や発表を行うことができていると思いますか ８１．１ ７８．３ ７５．１ ８６．７ ７８．９ ８０．７

調査対象学年の児童生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを深め
たり、広げたりすることができていると思いますか ９４．６ ８４．１ ８０．９ ８６．７ ８４．３ ８６．２

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、習得・活用及び探究の学習過程を見通
した指導方法の改善及び工夫をしましたか ９４．６ ９１．８ ８８．０ １００ ９３．４ ８８．２

家
庭
学
習

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、学校では、児
童生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか １００ ９７．９ ９６．５ １００ ９５．８ ９３．６

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、学校では、児
童生徒が行った家庭学習の課題について、その後の教員の指導改善や児童の学習改善に生
かしましたか

９４．６ ９３．９ ８９．７ １００ ９５．２ ８６．９

数値は、選択肢「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。 単位（％）

6

２－（２） 学校に対する調査の主な結果①
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※第３期くまもと「夢への架け橋」教育プラン、「熊本の学び推進プラン」、「『熊本の学び』アクションプロジェクト」に関連する項目の中から抽出



熊本県教育庁教育指導局義務教育課

質 問 項 目
小学校 中学校

管内 県 全国 管内 県 全国

Ｉ
Ｃ
Ｔ

調査対象学年の児童生徒が自分で調べる場面（ウェブブラウザによるインターネット検索）で
は、児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていま
すか（「ほぼ毎日」+「週３回以上」の割合）

７０．３ ６９．６ ６１．９ ５３．３ ６２．１ ５６．２

調査対象学年児童生徒同士がやりとりがやりとりする場面では、児童生徒一人一人に配備され
たPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますかどの程度行っていますか
（「ほぼ毎日」+「週３回以上」の割合）

２９．７ ４２．４ ３１．３ ３３．３ ４０．９ ２７．８

小
中
連
携

前年度までに、近隣等の中学校（小学校）と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共通の
目標設定など、教育課程に関する共通の取組を行いましたか ６２．２ ５８．５ ５２．７ ８０．０ ６５．７ ６１．１

前年度までに、近隣等の中学校（小学校）と、授業研究を行うなど、合同で研修を行いました
か ６４．９ ５１．５ ４８．２ ７３．３ ６５．１ ５８．０

全
学
調
の
結
果
等

の
活
用

令和３年度全国学力・学習状況調査の結果について、調査対象学年・教科だけでなく、学校全
体で教育活動を改善するために活用しましたか １００ ９７．６ ９５．９ １００ ９８．８ ９２．７

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と併せて分析し、
具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行っていますか １００ ９７．３ ９１．７ １００ ９７．０ ８８．５

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応

令和３年度の新型コロナウイルス感染症の影響による、調査対象学年の児童生徒に対する、夏
季等の長期休業期間の延長、臨時休業、短縮授業・分散登校の期間中、家庭での学習としてど
のようなものを行っていましたか（「全校で実施」+「一部の学年・学級で実施」の割合）

・教科書による学習（デジタル教科書を含む） ５６．８ ５５．２ ３６．０ ６６．７ ５３．０ ３３．６

・学校が作成したプリントなどによる学習（電子メールや学校のホームページなどを活用して
配信する場合を含む） ６２．２ ５９．８ ４１．７ ６０．０ ５６．６ ３９．８

・同時双方向型オンライン指導を通じた学習 ３２．４ ４８．８ ２５．５ ５３．３ ４７．５ ２４．８

数値は、選択肢「よく行った」「どちらかといえば、行った」などの肯定的評価の合計を示す。 単位（％）
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２－（２） 学校に対する調査の主な結果②
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※第３期くまもと「夢への架け橋」教育プラン、「熊本の学び推進プラン」、「『熊本の学び』アクションプロジェクト」に関連する項目の中から抽出
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２－（３）質問紙調査に関する成果と課題

【児童生徒に対する調査から】
《成果》
○普段の一日当たりのテレビゲームの時間は小・中学校ともに全国平均を下回っている。
○先生は、あなたのよいところを認めてくれるは小・中学校ともに全国平均を上回って
いる。

《課題》
○学校の授業時間以外に普段一日当たりどれくらいの時間勉強するか、読書をするかに
ついて、両方とも小学校は全国平均を上回るが、中学校は全国平均を下回っている。

○ICT機器の活用について、学校で、自分で調べる場面、意見を交換する場面について、
小・中学校ともに全国平均を下回っている。

【学校に対する調査から】
《成果》
○調査対象学年の児童生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思いますかは、
小・中学校ともに全国平均を上回っている。

○近隣中学校（小学校）と、教育課程に関する共通の取組または合同で研修を行った小・
中学校は全国平均を上回っている。

《課題》
○ICT機器の活用について、学校質問紙では全国平均を上回るが、児童生徒質問紙では、
下回り、児童生徒と教師の意識の差が見られる。

○家庭学習（中学校）について、学校で指導したと教師は回答しているが、家庭学習時
間は全国平均を下回る。生徒と教師の意識の差が見られる。
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３ 今後の重点取組

○「誰一人取り残さない学びの保障」
・個に応じた指導・習熟度別指導の拡充
分かる喜びを実感させるために、「何を学ぶか、何のために学ぶか」を児童生徒に自
覚させる工夫をする。

・定着確認の徹底
９年間を見通した基礎力を精選、明確にし、身に付くまで学びやすいよう工夫しなが
ら指導する。

・家庭学習時間を確保し、家庭学習習慣形成につなげる取組を各学校の取組状況の情報
交換等を行い改善を図る。

○「教員一人一人の授業力向上に係る取組」
・授業観察の習慣化
管理職による授業参観の充実。「熊本の学び推進プラン」、「熊本の学び」アクショ
ンプロジェクトに基づいた価値づけや指導を行う。
・授業の導入段階について、具体的な提案を行い、授業力向上を図る。

・ICT活用について、県教育委員会HP等の実践事例の紹介や各学校での実践を交流する

場を設け、更なる取組につなげる。
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